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[ I ] 西興部で確認されたｱﾙﾋﾞﾉ(赤目白毛)の羆の写真 

西興部村役場の 中内 太・高田直紀両氏が撮影した赤目で、鼻先の皮膚が赤味を帯び

た(表在血管の血液色による)写真の提供を受けましたので、ここに掲載します。ご覧下

さい。 

 

 [ II ] 調査日誌 

この(2013 年)3月 11日、定山渓の国有林、百松沢に調査に行きました。積雪 50～80cm。

ｶﾝｼﾞｷで、全行程約 9km6 時間でした。林道の起点から約 2km 地点で、2 歳過ぎの子熊 2

頭を伴った母熊(足横幅 14cm)と、約 3km地点で雄成獣(足横幅 16cm)の、いずれも 24時

間以内の足跡がありました。この奥の山斜面には、羆の冬籠り穴が在るようで、毎年こ

の時期に足跡が見られます。他の成獣個体と見られる不鮮明な足跡が沢沿いに幾度か沢

を渡りながら延々と続いて見られました。写真はこの時の記録です。 

 



   

母子熊の足跡               雄成獣熊の足跡 
① は母熊、②と③は子熊の足跡     ④は雄熊の足跡  人物は門崎 

子熊達は母熊の両側を添い歩く 
 

 

[ III ] 札幌市への要望 

① 熊が出没した場合、如何なる熊が何の為に出没しているのか、的確に見極め殺さな

い方法で対処されたい。出没する熊には必ず目的がある。 
一昨年(2011 年)と昨年(2012 年)に、南区や西区の住宅地に頻繁に出て来た熊はいずれ

も満 2 歳未満の母から自立させられた若熊が、「住宅地が如何なる所か」好奇心で学習

に出て来ていたのであった。2 歳未満の熊が、人を襲った事例は過去に無い。故に大騒

ぎは慎むべきである。 
② 「芸術の森の野外美術館」付近に熊が出没したとして、大騒ぎして昨年も幾度か閉

園しているが、解決策として、早期に会場を有刺鉄線柵で囲う策をすべきである(国定

滝野すずらん公園での事例がある)。 
③ 熊が住宅地や耕地に出て来た場合、一時的にその場所に電気柵を設置し、再出を予

防する対策を講ずること。 
④ 奥山で熊の毛を取り、DNA 鑑定するなどの調査は不要で、市民にも熊にも無益な

税の無駄遣いであることを、強く指摘したい。 (了) 
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